
見る
現物を⾒たり、本質を探索する
Observation
＆ Insight

アイデア創出ワーク・プロセス
Idea creation process

ポイント
・どのフェーズの会議をするのか、皆で初めに確認。
・発散と収束は同時にしない。時間で分ける。
・そのテーマに⼗分な情報が無いときは、集めてから⾏う。

定める
課題を定義する
Setting 拡げる

⼤量のアイデア・選択肢を⼿に⼊れる
Generation 絞る

アイデアを評価し、良案を抽出する
Selection

他

分析
Analysis

強化する
重要な懸念点を抽出し、
対策案を考案する
Reinforcement

精緻化＆プラン
アイデアを精緻にし、
プランにする
Refinement & Plan

具体化
Embodiment
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⽯井⼒重（IDEAPLANT）

研磨
Polishing

説明
はじめに語るべきこと
Explanation



共通視座

監督

支援集団 自由

資源

100
120

挑戦

創造的風土の
６つの要因



ブレストは、
グループの凝集性（Interpersonal closeness）が高い方が、
上手くいく

上げる方法は上げる方法は2つある

一緒にあそぶ 一緒にたべる



ブレストのルール＋α

便乗発展

判断遅延

突飛さ歓迎

質より量

ブレストのルール アイデアを広げるときは、

慣れないうちは、その場に最も必要だと思うルールを1つ提示するだけでも結構です。慣れてきたら一つずつ増やします。

ネガティブな判断を遅延しよう
（批判は後回し、アイデアの良い所に光を当てよう）1

質にこだわらずたくさん出そう
（凡案・駄案も含め、想起したことは全部出そう）3

他の人に便乗し出そう
（既出アイデアを改良して、発展バージョンも作ろう）4

突飛なアイデアを歓迎しよう
（自由奔放に、出来なさそうなことも考えよう）2

良点探索 アイデアの良い所を探し出そう
（アイデアの良い所に光を当て、それをコメントしよう）1’



想像力の促進要素
・場所（寝室、飛行機、汽車、浴室、馬）
・夢想の場所（教会、演奏会、船）
・場の空気（自由、民主主義的）
・時間（午前中）

・書く
・スタートする
・締め切りを設定する
・発想数を自分に課す
・一定時間を割り当てる
・知識を得る
・本を読む
・想像力の訓練を考える
・歩く・追跡
・体験する・苦労・雑用
・眠り
・課程を取る
・乗り物に乗る・旅
・努力の習慣・持続

・紙と鉛筆・カード
・音・におい
・クイズ・パズル・ゲーム

・共同作業者

・関心
・肯定的態度
・友情の雰囲気
・精神集中
・意思（自分を強いる）
・精力的精神・熱意
・勇気・自己激励
・感情（愛・利他）（希望・期待）
・感情（欲）（危急）行

動
道
具

人

心
理

環
境



個人の発想メカニズム

集団の発想メカニズム



「発想作業」の3フェーズ「In」「Ope」「Out」

それぞれに、Art（発想技法）、あります。

（洞察、⼊⼒） （表出化、素描）

OutIn Operate

（概念加⼯）

INPUT法 OUTPUT法GUIDELINE法

︖
︖
︖

TRIGGER法 RECIPE法 ANALYSIS法



アイデア発想法の諸技法、（ちょっとだけ）ダイジェスト
良質なインプットを⼤量に得る
「カラー・バス」

アイデアに捻りを効かせる
「SCAMPER」（改良版の「CEMRAPS」）

隠された本テーマや比喩を
用いて発想する「NM法」

創造的⼼理を醸成
「ブレインストーミングのルール」

下にひく⼒分析、ブレイクスルー思考法
あるいは、“なぜなぜ5回“

頭の中のふわっとした考えを全部、
紙の上に出せる「Mind Map」

技術的な問題への解決策創出に
「TRIZ」（トゥリーズ）

もれなくダブりなく、を
使って考えていく「MECE」

列挙し分解し、
そこに⼊らないものに気づき、
一段上にあがる
「ロジック・ツリー」

情報やアイデアをカードに書いてグループ化、
そこに⾒える構造から知識創造する「KJ法」

3×3のマス目が考えを
引き出す「マンダラート」

「グーグル画像検索」
（＋グーグル翻訳で外国語にして）



個人の発想メカニズム

集団の発想メカニズム



In

Out

場

集団は「一人発想 × N人」ではない

Operate



創造的なプロセス

In

Out
発想
技法
発想
技法

他者との創造的コミュニ
ケーションのデザイン

ブレスト
道具

ブレスト
道具

周辺
要素

Time

場

創造的なカルチャー

VB



BrainWriting
黙ったままシートに
アイデアを３つ書き
回していくブレスト

SpeedStorming
次々相手が変わる
５分交代の
ペアブレスト

Zebraブレスト
一人発想と
集団発想を

交互にするブレスト

集団発想一人発想

PPGブレスト
ペアでブレストを
2回してから

みんなでブレスト

ペアでブレスト

別のペアでブレスト

グループでブレスト

3人ブレスト
ランダムに

次々相手が変わる
６分交代の
三人ブレスト

10歩歩いて三人組

破壊ブレスト
目的と逆のお題で
ブレストし

後にアイデアを反転

2段階ブレスト
What（理想案）と
How（実現方法）を
時間で分けて発想

W
ha
t

How

実現性

魅
力
度 （実現方法）

スター
アイデア

（
理
想
案
）

Free&3
フリートークのあと
各自、アイデアを
３つ書く（cf. “AB会議”）

雑談的に
気軽に話す

各人、
アイデアを
3つ書く

共有し、
類案を集約

雑談 素描 収束

黙考できる時間がある 気軽に話し始められる 囚われを越えて話せる 大規模な人数でできる

Brainstorming Variations
ブレインストーミングのいくつかの派生形

技法には一長一短があり、臨機応変に使い分ける。
場の性格や、望むアウトプット、進行役の技量によって。


